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宗祖降誕800年

真
蹟

「天
目
授
与
曼
荼
羅
」
を
修
復

顕
本
法
華
宗
総
本
山
妙
満
寺

（
京
都
市
左
京
区
）
で
２２

・
２３

の
両
日
、
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
降
誕
八
百

年
慶
讃
大
法
要
が
４
座
に
わ
た
り
営
ま
れ
た
。
初
日
午

前
の
第

１
座
で
は
、
大
川
日
仰
管
長

（
妙
満
寺

一員
首
）
を
大
導
師
に
宗
門
第

一
の
宝
で
あ
る
日
蓮
大

聖
人
真
蹟

「
天
目
授
与

曼
荼
羅
本
尊
」

の
修
復

開

眼
法
要
が
営
ま
れ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大

防
止

の
た
め
参
拝
は
制
限
し
、

ユ
ー
チ

ュ
ー

プ
で
生
中
継
し
た
。

一
天
旧
授
与
曼
茶
羅
本
尊
」

は
文
永
Ｈ
年

（
１
２
７
４
）

日
蓮
大
聖
人
が
弟
子
の
天
目

上
人

の
た
め
に
書
き
授
与
し

た
と
伝
わ
る
。
し
か
し
傷
み

が
激
し
く
、
宝
物
庫
に
安
置

さ
れ
て
い
た
。
降
誕
八
百
年

を
記
念
し
、

別
格
山
天
妙
国

寺

（
東
京
都
品
川
区
）

の
寄

進
に
よ
り
修
復
が
行
わ
れ

、

こ
の
日
に
開
眼
と
な

っ
た
。

河
野
時
巧
宗
務
総
長
が
清
浄

し

、
大
川
管
長
が
筆
を
か
ざ

し
て

開
眼
。
参
列
者
は
合
掌

で
宗
祖
に
報
恩
感
謝
し
た
。

大

川

管

長

は

慶

讃

文

で

「
世
界
規
模

の
天
変
地
妖
相

次
ぎ
、
戦
乱

の
業
火
は
止
ま

ず
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス

が
跳
梁
し

そ

の
災
禍
止
ま

る

と
こ
ろ
を

知
ら
ず
、
こ
れ
皆

正
法
に
背
き

全
宇
宙
地
球
上

の
主
が

こ
と
く
ふ
る
ま
い
給

う
人
類
が
傲
慢

の
な

せ
る
わ

ざ
」
と
述

べ
、
疫
病
や
戦
乱

の
中
に
も
懸
命
に
立
正
安

国

を
説
い
た

日
蓮
大

聖
人
に
な

ら

っ
て
僧
俗

共
に
異
体

同
心

・
不
惜
身
命

の
布
教
に
邁
進

す
る

こ
と
を
誓

っ
た
。

寄
進
者
で
あ

る
天
妙
国
寺

の
藤
崎
行
学
住

職
、
修
復
を

担
当
し
た

藤

岡
光
影
堂

の
藤

岡
春
樹
氏
、

式
衆
装
東
を
新

調
し
た
横
庄
法

衣
店

の
横
村

隆

一
氏
に
は
大
川
管
長
か
ら

感
謝
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ

れ
た
。

参
列
し
た

神
戸
市
須
磨
区

・
立
正
寺
寺
族

の
大
崎
真
理

子
さ
ん
は

「
こ

の
よ
う
な
降

誕
八
百
年

の
時

に
立
ち
会

え

て

非

常

に

感

激

し

て

い

ま

す
。
法
華
経
、

宗
祖

の
教
え

が
過
去

・
現
在

・
未
来
、
百

年
後
、
千
年
後
ま
で
長
く
続

く

こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」

と
喜
び
を
話
し
た
。

法
要
に
先
立
ち
、
修
復

の

監

修

者

で

あ

る

中

尾

尭

氏

（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）
が

講
演
。

「
天
目
授
与

曼
荼
羅
」

を
、
現
在
は
焼
失
し
た

「
佐

渡
始
顕
曼
荼
羅
本
尊
」
の
姿

を
妨
彿
と
さ
せ
る
、
顕
本
法

華
宗
だ
け
で
な
く
日
蓮
門
下

す

べ
て
に
と

っ
て
の
至
宝
だ

と
位
置
づ
け
た
。
「
幾
筋
も

の

細
い
し
わ
が
縦
に
走

っ
て
い

ま
す
。
縦
じ
わ
と

い
う

の
は

長
い
間
、
こ
の
曼
荼
羅
本
尊

が
掲
げ
ら
れ
多
く

の
僧
俗
に

礼
拝
さ
れ
た
法
華
経
信
仰
の

証
で
す
」
と
、
宗
祖
や

開
祖

・
日
什
上
人
か
ら
伝
え
ら
れ

て
き
た
信
仰
の
篤
さ
に
敬
意

を
表
し
た
。

記
念

コ
ン
サ

ー

ト

開

催

降
誕
八
百
年
記

念

コ
ン
サ

ー
ト

「幻
想
組
曲
妙
満
寺
」

が
６
月
６
日
午
後
１
時
半
か

修復を終 え、大川管長によ り開眼
された 「天 目授与曼荼羅」

顕本法華宗
総本山妙満寺

ら
妙
満
寺
本
堂
で
開
催
さ
れ

る
。

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
弦
伍
楼

と
打
楽
器
奏
者
の
中
山
航
介

氏
が
演
奏
。　
一
般
３
千
円
。

中
し
込
み
は
妙
満
寺

（
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
７
５
１

７
９
１
１
７
２

６
７
）
ま
で
。

ユ
ー
チ

ュ
ー

プ
で
生
中
継
も
予
定
。


